
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
太
っ
た
わ

も
と
も
と
あ
な
た
は

太
っ
て
る
）
（
宝
く
じ

は
ず
れ
た
と
た
ん

無
信
仰) 

（
朝
バ
ナ
ナ

食
べ
な
き
ゃ
も
っ
と

痩
せ
た
の
に
）
（
夢
を
持
て

夢
を
持
っ
た
が

夢
だ
っ
た
）

が
総
じ
て
、
マ
イ
ン
ド
的

に
は
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
見

方
だ
。
労
働
運
動
は
、
各

局
面
で
こ
の
マ
イ
ナ
ス
指

向
と
闘
っ
て
い
く
年
と
な

る
。
存
在
意
義
を
見
つ
め

直
し
、
社
会
に
貢
献
し
て

い
く
た
め
に
何
が
で
き
る

の
か
。
一
年
後
、
昨
年
よ

り
一
歩
前
進
し
た
運
動
が

で
き
た
と
い
え
る
よ
う
に

頑
張
ろ
う
。

■
続
い
て
、
事
務
局
か
ら

各
支
部
・
各
産
別
等
旗
開

き
や
機
関
会
議
を
は
じ
め

と
す
る
当
面
の
日
程
や
事

業
課
題
等
を
確
認
し
て
各

産
別
の
課
題
か
ら
対
談
が

始
ま
っ
た
。

◆
横
澤
副
議
長

大
阪
が
ど
う
な
る
か
注

目
し
て
い
る
。
ど
う
も
小

泉
構
造
改
革
と
同
様
な
こ
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新
春
対
談
は
、
連
合
中

越
の
仕
事
初
め
。
地
協
四

役
全
員
と
事
務
局
２
名
が

勢
ぞ
ろ
い
し
た
。

◆
矢
島
議
長

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
に
つ
い
て
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
で
マ
イ
ナ
ス
指
向

的
報
道
が
あ
る
。
大
変
さ

を
あ
お
る
こ
と
が
常
道
の

よ
う
だ
。
一
方
、
今
年
は

世
界
の
リ
ー
ダ
ー
が
変
わ

る
年
で
も
あ
る
。
こ
う
い

う
時
は
、
良
く
し
て
い
こ

う
と
い
う
マ
イ
ン
ド
が
高

ま
る
か
ら
、
景
気
・
株
価

も
よ
く
な
る
と
い
う
楽
観

的
見
方
も
あ
る
。

日
本
は
震
災
か
ら
の
復

興
で
需
要
喚
起
も
あ
ろ
う

◆
矢
島
議
長

UI
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
は

１
１
０
万
組
織
だ
が
、
半

分
は
流
通
業
種
関
係
だ
。

税
と
社
会
保
障
の
一
体
改

革
に
あ
る
パ
ー
ト
の
厚
生

年
金
加
入
は
企
業
負
担
を

増
や
す
。
激
変
緩
和
を
持

た
せ
な
い
と
、
法
改
正
で

事
業
が
成
り
立
た
な
く
な

る
。
政
府
は
経
済
を
浮
揚

さ
せ
る
よ
う
な
制
度
を
考

え
る
べ
き
と
の
思
い
だ
。

◆
田
野
副
議
長

悠
久
山
で
の
停
電
対
応

で
遅
れ
た
。
課
題
は
震
災

と
水
害
か
ら
の
復
旧
復
興

だ
。
雇
用
・
安
全
第
一
を

考
え
る
。
節
電
も
協
力
い
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た
だ
き
た
い
。

■
最
後
、
事
務
局
か
ら
一

言
。
Ｌ
Ｓ
Ｃ
の
相
談
は
昨

年
と
同
傾
向
だ
。
そ
れ
だ

け
世
の
中
は
深
刻
化
し
て

い
る
。
今
年
は
、
新
た
な

業
務
が
想
定
さ
れ
る
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
分
野
を

強
化
し
た
い
。
社
会
の
一

員
と
い
う
位
置
づ
け
で
協

力
願
い
た
い
。
以
上
で
第

１
部

80
分
間
終
了
。
こ

の
後
が
長
か
っ
た
。

題
だ
。
民
営
化
さ
れ
た
が

規
制
が
か
か
っ
て
い
る
の

が
現
状
だ
。
郵
政
改
革
法

案
が
後
回
し
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
と
付
随
し
て
元

気
が
出
て
こ
な
い
。
厳
し

い
中
で
も
元
気
を
出
し
て

頑
張
ろ
う
と
い
う
話
が
出

て
こ
な
い
。
連
合
運
動
の

ほ
う
が
明
る
く
元
気
が
出

る
。
理
想
は
あ
る
が
難
し

い
。
民
主
党
み
た
い
だ
。

を
抑
え
る
こ
と
や
タ
イ
の

水
害
に
よ
る
影
響
が
ど
こ

ま
で
収
束
し
、
立
ち
上
が

る
か
が
課
題
だ
。
春
闘
も

昨
年
と
同
様
な
考
え
方
に

あ
る
が
、
産
業
別
最
賃
引

上
げ
を
要
求
し
て
い
く
。

組
織
拡
大
に
は
昨
年
よ
り

力
を
入
れ
、
関
連
会
社
、

グ
ル
ー
プ
に
対
応
し
た

い
。

13
年
の
参
議
院
選

挙
に
向
け
、
新
た
な
候
補

者
擁
立
の
考
え
に
あ
る
。

◆
中
村
事
務
局
次
長

昨
年
、
小
学
校
１
年
生

の

35
人
以
下
学
級
閣
議

決
定
は
非
常
に
大
き
か
っ

た
。
今
年
は
早
く
２
年
生

の

35
人
以
下
学
級
と
な

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

現
場
の
マ
ン
モ
ス
校
で
は

不
登
校
が
相
当
の
数
と

な
っ
て
い
る
。
１
ク
ラ
ス

の
人
数
を
少
な
く
し
て
目

の
行
き
届
く
教
育
が
必
要

だ
。
Ｄ
Ｇ
Ｐ
に
占
め
る
教

育
費
予
算
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加

盟
国
で
最
低
だ
。
大
阪
は

気
に
な
る
。

◆
金
内
副
議
長

赤
字
問
題
が
一
番
の
課

と
を
言
っ
て
い
る
。
大
阪

都
構
想
な
ど
聞
こ
え
の
い

い
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
な
主
張

で
、
中
身
は
わ
か
ら
な
く

て
も
支
持
し
て
い
る
状
態

は
如
何
な
も
の
か
。
こ
れ

が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
る
。

◆
羽
賀
副
議
長

Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
若
年
層
活

性
化
と
組
織
内
議
員
と
の

連
携
と
い
う
２
つ
が
課
題

だ
。
昨
年
の
組
織
拡
大
と

い
う
課
題
は
非
常
に
厳
し

か
っ
た
。
若
年
層
活
性
化

を
挙
げ
た
理
由
は
、
執
行

部
側
の
課
題
で
、
意
見
の

吸
い
上
げ
方
等
工
夫
が
必

要
だ
。
組
織
内
議
員
と
の

連
携
は
難
し
い
課
題
だ

が
、
旗
開
き
や
集
う
と
き

に
必
ず
呼
び
か
け
る
こ
と

か
ら
始
め
て
い
く
。

◆
小
川
副
議
長

円
高
の
状
況
は
昨
年
よ

り
厳
し
い
。
震
災
で
電
力
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連合中越地協「四役新春対談」
2012年の初めにあたり、重点課題・産別課題や地協運動等を語る

２
０
１
２
年
元
日
は
、
雲
の
隙
間
か
ら
久
し
ぶ
り

に
初
日
の
出
が
顔
を
覗
か
せ
穏
や
か
に
明
け
た
。
連

合
中
越
は
、
昨
年
同
様
に
厳
し
い
雇
用
情
勢
・
経
済

状
況
に
あ
る
中
、
地
協
四
役
に
よ
る
「
新
春
対
談

(

通
称
・
吹
く
会)

」
を
１
月
４
日(

水)

17
時
か
ら
開

催
。
12
年
度
の
重
点
課
題
や
産
別
課
題
、
地
協
運
動

づ
く
り
等
に
つ
い
て
お
お
い
に
語
り
あ
っ
た
。

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災

で
、
生
き
方
や
社
会
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
た
１
年
だ
っ
た
。
経

済
的
指
標
よ
り
国
民
の
幸
福
度

を
重
視
す
る
ブ
ー
タ
ン
国
が
注

目
を
集
め
る
な
ど
世
界
的
に
も

幸
福
度
が
ブ
ー
ム
に
な
り
、
わ

が
国
で
も
住
民
幸
福
度
を
探

り
、
政
策
立
案
に
生
か
そ
う
と

す
る
自
治
体
が
で
て
き
た
▼
熊

本
県
知
事
は
、
県
民
幸
福
度
の

最
大
化
を
掲
げ
、
県
民
の
主
観

的
満
足
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
測
っ

て
い
る
。｢

夢
を
持
っ
て
い
る｣

｢

誇
り
が
あ
る｣｢

経
済
的
に
安

定｣｢

将
来
に
不
安
が
無
い｣

の
４

分
野
12
項
目
に
分
類
さ
れ
、
５

段
階
評
価
で
総
量
を
数
値
化
し

幸
福
度
の
底
上
げ
を
政
策
に
転

化
し
て
い
る
▼
そ
も
そ
も
幸
福

度
は
住
む
地
域
に
よ
っ
て
異
な

る
わ
け
で
、
ど
の
項
目
に
比
重

を
持
た
せ
る
か
は
地
域
毎
に
判

断
す
べ
き
で
あ
る
。
日
本
人
は

物
質
的
な
豊
か
さ
に
対
し
実
感

が
乏
し
く
な
っ
て
お
り
、
住
民

の
ふ
れ
あ
い
満
足
度
を
政
策
に

す
る
こ
と
は
意
味
の
あ
る
事
で

あ
る
▼
ち
な
み
に
、
先
月
、
法

政
大
が
40
の
指
標
か
ら
算
出
し

た
都
道
府
県
の
幸
福
度
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
、
１
位
福
井
県
、
２

位
富
山
県
、
３
位
石
川
県
と
北

陸
３
県
が
ト
ッ
プ
３
を
占
め

た
。
わ
が
新
潟
県
は

10

位
で

あ
っ
た
。
晴
れ
の
日
が
少
な

く
、
寒
く
て
雪
国
で
あ
る
地
方

の
北
陸
エ
リ
ア
が
意
外
と
幸
福

度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

が
、
地
域
住
民
の
満
足
度
を
考

え
た
ら
？
で
は
な
い
か
。
ち
な

み
に
新
潟
は
正
社
員
比
率
が
全

国
第
２
位
で
あ
る
ら
し
い
（
日

経
新
聞
）
。
こ
れ
と
て
、
県
民

の
実
感
に
合
わ
な
い
と
異
論
が

あ
る
事
も
承
知
の
上
。
あ
く
ま

で
も
住
民
自
治
の
充
実
に
こ
の

手
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
生
か
せ
ば

い
い
。
翻
っ
て
、
政
治
は
ま
た

ま
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
動
き
出

す
の
か
。

≪№65≫

議長

矢島良彦
   東蔵王２
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
マ
イ
ク
手
に 

し
ぶ
し
ぶ
そ
の
内 

独
演
会
）
（
エ
ス
テ
会 

初
会
合
が 

食
事
会
）
（
飯
あ
る
か 

少
し
あ
る
わ
よ 

猫
の
分
）
（
読
め
ぬ
文
字 ｢

達
筆
で
す
ね｣

で 

片
づ
け
る)

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

２０１２年 連合中越地協各支部 支部長挨拶

岩渕 勝衛

新年明けましておめでとうございます。

見附地区支部長の岩渕です。

昨年も栽培したソバを用いて施設へのソバ慰問

をおこないました。また、秋には東日本大震災で

被災され見附市内に避難されている福島県南相馬

市の方々と共にソバ刈り・試食交流会を開催しま

した。

本年は昨年以上に仲間作り、社会貢献を進めて

いきたいと思います。今年もよろしくお願いしま

す。

支部長

小林 伸芳

明けましておめでとうございます。

新しく、小千谷支部長に選任された小林です。

昨年は、国内最大と言われる東日本大震災に県境地

震、豪雨、円高、海外の経済不安、タイの水害と日本

経済も大きな影響を受けた年と思います。

私達は、震災の復興・再生に向け地域と共に連合運

動を進めていかなければいけないと考えます。

３月末でおぢやライフサポートセンターが閉鎖され

長岡に統合されますが小千谷支部としては、今後も地

域に見合った皆が参加できる運動を行っていきたいと

思います。

支部長

五十嵐 勝

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

昨年は東日本大震災、新潟福島豪雨災害と大変大

きな災害に見舞われた一年でした。

私たちを取り巻く状況は一層厳しくなっています

が、こんな時だからこそ一致団結して頑張っていき

ましょう。

私たち南魚沼支部も精一杯取り組みます。

新しい年が皆さまにとって幸せ多き年となるよう

心よりお祈り申し上げます。

支部長

坂井 益雄

あけましておめでとうございます。
元栃尾支部支部長の坂井益雄です。

昨年１２月９日栃尾支部総会を開催し、栃尾支部の組織を解
散、連合中越に吸収合併となりました。これまでの間、各栃

尾区内の労働組合員の皆様、連合中越の組織の皆様、運動へ
のご理解、ご協力に感謝いたします。栃尾市が長岡市と合併

し、支部組織として活動できる間は支部活動をするとして、
やってまいりましたが、２０１１年で解散となりました。

やはり、組織がなくなるのは、寂しい感じがします。また、
会議で役員の皆様と顔が合わせられないのは、残念でもあり
ます。

２０１２年は連合中越の単組構成員として活動してまい

りたいと思いますので、よろしくお願いします。 

支部長

武藤 明

明けましておめでとうございます。

昨年は豪雪に始まり、地震、豪雨と多くの災害に

見舞われた年でした。本年は災害からの復興の年と

なりますが、これらの財源や持続可能な社会を築く

ため、社会保障と税の一体改革など難題も乗り越え

なければなりません。

新しい年が災害のない良い年となりますように、

組合員の皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げま

す。

支部長

山口 耕一郎

新年明けましておめでとうございます。
昨年は、豪雪、震災、豪雨と相次ぐ災害に見舞われた大

変な一年でした。震災の支援にと連合新潟は街頭募金を取
り組み、被災地の十日町市と津南町に義援金を届けていた

だきました。豪雨災害の際は、連合中越の皆さんからボラ
ンティア活動に入っていただきました。改めて連合に結集

する皆さんの行動に敬意を表するとともに感謝を申し上げ
ます。

「すべての働く者の連帯で、希望と安心の社会を築こ
う！」のスローガンのもと、「地域に根ざした顔の見える
運動」を十日町支部でも実践していきたいと思います。

2012年が皆様にとって幸多き年となることをご祈念申し

上げます。

支部長

あけまして おめでとうございます

小千谷支部

見附支部 栃尾支部

北魚沼支部

南魚沼支部 十日町支部


